
がんプロ全国e-learningクラウド実務担当者会議 2013/1/26 

【資料4-2】 

1 

医学物理学におけるe-learningの意義 

放射線治療分野が急速に発展している状況において、この分野

で修士あるいは博士を取得し、将来医学物理士として業務に従

事することを目的とする学生にとっては、修めるべき教育内容

の明確な指標が必要であり、大学院教育を行う指導者にとって

は教育指針が必要 

放射線治療分野の医学物理教育カリキュラムガイドライン 

               （医学物理士認定機構） 

医学物理学プログラムジュークボックスの意義 

医学物理士認定機構の定める 

医学物理教育カリキュラムガイドライン 
を満足させることが必要 

資質の高い医学物理士を輩出するという、
将来を見据えた大学院教育を実践するため 

表1 カリキュラムガイドライン 

 1単位時間45分とした講義 

 計20科目の講義（必修 17, 選択必修 3） 

これらを満たすことで、教育認定施設と

して認められる 
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さらに、各科目ごとに必要な項目と内容が明記されている。 

表2  ある科目の一例：放射線物理学の項目と内容 

これらの内容を含んだコンテ

ンツの作成が必要 

単独の大学ですべてのコンテ

ンツを網羅するのは困難！ 

大学が連携して作成 

医学物理教育認定施設一覧

（平成24年度） 

筑波大 

茨城県立医療大 

東北大 

北海道大 

東京大 
首都大 

北里大 

京都大 

大阪大 

九州大 

11大学 

今年度以降も認定施設
の増加が見込まれる 

カリキュラムの実質化
が重要 

筑波大学のグループでは、各連携大学と

協力し、コンテンツ作成・拡充を遂行中 
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 作成済み科目 

 放射線腫瘍学（12項目） 

 作成依頼済み科目 

筑波大学 

 量子力学（5項目） 

 原子核物理学（6項目） 

 解剖学（11項目） 

 生理学（13項目） 

 病理学（8項目） 

 放射線診断学/核医学（11項目）  

病態生理学のコンテンツを利用 

病理診断学のコンテンツを利用 

画像診断学のコンテンツを利用 

病態生理学、病理診断学、画像診断学の科目については他職種の育成にお

いても必要とされているため、コンテンツは共有する予定である。 

 作成依頼済み科目 

群馬大学 

 力学（9項目） 

 電磁気学（9項目） 

 放射線物理学（13項目） 

 放射線生物学（4項目）  

茨城県立医療大 

 保健物理学/放射線防護学（12項目） 

 放射線診断物理学（4項目） 

 核医学物理学（6項目）  

 放射線関連法規および勧告/医療倫理 

               （6項目） 九州大学 

 統計学（6項目） 

 放射線計測学（9項目） 

 情報処理学/画像工学（6項目） 

 依頼先検討中 

 熱力学・統計力学（9項目） 

 放射線治療物理学（6項目） 
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すでに作成済み科目 

残り19個の必修科目については順次作成 

たとえば力学 

力学の項目（コンテンツ）例 

可能なかぎり 

機構の分類に準拠 

多施設からのuploadが可能 

自大学のシラバスに柔軟に対応できる 
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添付資料：筑波大のシラバス例 

e-learningを組み合わせることにより、大学院の単位と

して認定させることが可能 




